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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

最
先
端
研
究
と
県
・市
の
支
援

ま
れ
て
き
た

金
額
は
、
県
と
市
で
百
億
円
を
越
え
ま

し
た
。

近
年
市
は
、
支
援
の
目
的
に

市
民

｢

の
健
康
長
寿
の
た
め

「
高
校
生
始
め

｣

人
材
育
成
」
な
ど
を
強
調
す
る
よ
う
に

な
り
、
当
初
の
「
産
業
振
興
と
雇
用
拡

大
」
を
薄
め
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

当
日
、
慶
応
義
塾
総
長
が
挨
拶
で
述

べ
た
よ
う
に
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
「
人
類
に
貢
献
す
る
」
こ
と
が
目
的

で
あ
り
、
鶴
岡
市
の
目
的
と
は
落
差
が

あ
り
ま
す
。
多
額
支
援
が
永
久
に
続
け

ら
れ
る
こ
と
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

☆

日
（
火
）
、
鶴
岡
市
先
端
研
究
産

10
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
・
鶴
岡
連
携
研
究

拠
点
「
が
ん
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
研
究
室
」

の
開
所
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
と
先
端
研
が
お
こ
な
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
費
は
５
年
間
で

約

億
円
と
さ
れ
、
国
と
県
・
市
が
半

12
分
づ
つ
負
担
し
ま
す
。

市
は
３
億
５
千
万
円
を
毎
年
支
出
し

て
い
る
他
に
、
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
な
ど
、
バ
イ
オ
産
業
集
積
を
め
ざ
す

事
業
に
そ
の
都
度
支
出
、
今
回
の
事
業

も
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
で
す
。

☆
先
端
研
発
の
バ
イ
オ
研
究
に
注
ぎ
込

日本共産党地方議員が挨拶。右から関徹県議、加藤太一市議、加藤鉱一市議、

菅井巌市議、坂本昌栄市議予定候補、工藤範子庄内町議、田中晃三川町議

て
い
ま
す
。

皆
川
氏
は
鶴
岡
市
森
片

生
ま
れ
。
農
水
省
を
２
０

１
４
年
に
退
職
、
農
業
に

従
事
し
な
が
ら
、
今
年
３

月
ま
で
東
北
公
益
文
科
大

学
で
特
任
講
師
を
勤
め
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
は
、
榎
本
市
政
を

批
判
し
て
き
た
立
場
か

ら
、
皆
川
氏
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
打
ち
出
し
て
く

る
の
か
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

８
日
、
皆
川
治
氏
（
42

＝
森
片
）
が
鶴
岡
市
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
記

者
会
見
し
、

月
に
行
わ

10

れ
る
予
定
の
鶴
岡
市
長
選

挙
に
出
馬
す
る
と
表
明
し

ま
し
た
。

出
馬
会
見
の
報
道
に
よ

れ
ば
「
新
文
化
会
館
の
整

備
・
利
活
用
の
問
題
、
ご

み
処
理
を
め
ぐ
る
近
隣
自

治
体
と
の
関
係
な
ど
、
鶴

岡
市
政
へ
の
信
頼
が
揺
ら

い
で
い
る
」
と
指
摘
し
、

市
民
の
声
と
対
話
を
重
視

す
る
姿
勢
を
目
指
す
と
し

月
の
鶴
岡
市
長
選

10皆
川
治
氏
が
出
馬
表
明

鶴
岡
・
田
川
日
本
共
産

党
後
援
会
総
会
が
９
日
、

市
勤
労
者
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

市
議
選
予
定
候
補
ら

訴
え長

谷
川
剛
・
党
地
区
委

員
長
（
衆
院
選
山
形
３
区

予
定
候
補
）、
関
徹
県
議
、

今
秋
の
市
議
選
予
定
候
補

の
坂
本
昌
栄
さ
ん
と
３
人

の
現
職
市
議
、
田
中
晃
三

川
町
議
、
工
藤
範
子
庄
内

町
議
が
挨
拶
し
、
自
民
党

政
治
の
転
換
と
党
躍
進
を

訴
え
ま
し
た
。

総
会
で
は
地
域
や
職
場

な
ど
で
の
歌
声
喫
茶
や
野

球
観
戦
な
ど
楽
し
い
交
流

や
、
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
や

議
会
傍
聴
、
市
政
、
県
政

を
語
る
つ
ど
い
な
ど
の
後

援
会
活
動
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

２
０
１
７
年
度
の
活
動

方
針
で
は
、

①
鶴
岡
市
長
選
挙
、
及

び
市
議
選
勝
利
め
ざ
し
、

後
援
会
と
し
て
奮
闘
、
総

選
挙
で
の
日
本
共
産
党
躍

進
に
向
け
、
日
常
的
に
取

り
組
む
。

②
各
単
位
後
援
会
の
つ

ど
い
開
催
や
、
会
員
の
要

求
に
応
え
る
各
種
行
事
に

取
り
組
む
。

③
単
位
後
援
会
や
会
員

が
参
加
す
る
「
後
援
会
ニ

ュ
ー
ス
」
を
発
行
す
る
。

な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

「R
O
S
A
N

鶴
岡
」
結
成

日
本
勤
労
者
山
岳
連

名
の
支
部
に
あ
た
る
「
鶴

岡
地
区
勤
労
者
山
岳
連

名
」
の
結
成
総
会
が
８

日
、
市
第
３
コ
ミ
セ
ン

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
設
立
の

経
緯
と
趣
旨
、
会
則
、

今
年
度
の
山
行
計
画
、

会
費
、
予
算
な
ど
を
決

め
、
名
称
を
「R

O
S
A
N

鶴

岡
」
と
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
蔵
王
、

月
山
、
摩
耶
山
、
湯
ノ

沢
岳~

金
峰
山
縦
走
、
鎧

ヶ
峰
の
登
山
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

会
長
に
前
川
勝
朗
氏
、

事
務
局
長
に
長
南
厚
氏

を
選
出
し
ま
し
た
。

勤
労
者
ス
キ
ー
協
議

会
か
ら
加
藤
太
一
県
副

会
長
が
来
賓
で
参
加
し

ま
し
た
。



文
部
科
学
省
は
就
学
援

助
の
入
学
準
備
金
の
単
価

を
今
年
度
、
小
学
生
で
２

万
４
７
０
円
か
ら
４
万
６

０
０
円
に
、
中
学
生
で
２

万
３
５
５
０
円
か
ら
４
万

７
４
０
０
円
に
倍
増
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
支
給
は
小
学

校
入
学
前
も
可
能
だ
と
す

る
通
知
を
３
月

日
、
都

31

道
府
県
教
育
委
員
会
に
出

し
ま
し
た
。

「
要
保
護
者
」
の
費
用

の
半
分
は
国
庫
補
助
で
す

が
、
入
学
前
支
給
は
対
象

外
で
し
た
。

共
産
党
議
員
の
質
問
で

予
算
措
置
実
現

こ
れ
を
突
破
し
た
の

が
、
国
会
で
の
日
本
共
産

党
の
畑
野
君
枝
衆
院
議
員

の
質
問
（
３
月
８
日
、
同

日
）
で
し
た
。

22
鶴
岡
市
議
会
で
は
菅
井

巌
議
員
が
昨
年
９
月
議
会

で
取
り
上
げ
、
市
は
今
年

度
か
ら
入
学
前
の
支
給
を

実
施
す
る
予
算
措
置
を
と

り
ま
し
た
。

就
学
援
助
は
生
活
保
護

世
帯
と
同
水
準
の
「
要
保

護
世
帯
」
、
及
び
そ
の
１

・
１
倍
～
１
・
３
倍
以
下

な
ど
の
「
準
要
保
護
世
帯
」

の
小
中
学
生
が
対
象
で

す
。

格
差
と
貧
困
を
た
だ

す
制
度

格
差
と
貧
困
を
た
だ
す

方
策
の
一
つ
が
就
学
援
助

制
度
で
す
。

安
倍
政
権
が
決
定
し
た

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
大

綱
」
で
も
、
同
制
度
の
活

用
や
充
実
を
図
る
と
し
て

い
ま
す
。

本
市
の
就
学
援
助
に
含

ま
れ
て
い
な
い
、
ク
ラ
ブ

活
動
費
・
生
徒
会
費
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
に
つ
い
て
は
、

昨
年
９
月
議
会
の
菅
井
巌

議
員
の
質
問
に
対
し
、「
教

育
の
機
会
均
等
を
実
現
す

る
上
で
、
こ
れ
ら
の
追
加

が
必
要
と
の
認
識
か
ら
、

調
査
検
討
を
進
め
て
参
り

た
い
」
（
教
育
委
事
務
局

参
事
）
と
答
弁
し
て
い
ま

す
。

原
水
爆
禁
止
田
川
地
区

会
議
と
原
水
爆
禁
止
田
川

他
地
区
協
議
会
の
共
催
に

よ
る
『
放
射
線
を
浴
び
た

Ｘ
年
後
２
』
の
映
画
鑑
賞

を
深
め
る
た
め
の
特
別
講

演
会
が
１
日
に
開
か
れ
、

日
本
共
産
党
議
員
団
も
参

加
し
ま
し
た
。

東
京
都
江
東
区
夢
の
島

に
あ
る
第
五
福
竜
丸
展
示

館
の
安
田
和
也
主
任
学
芸

員
が
「
地
球
の
上
に
市
の

灰
ふ
る
～
水
爆
の
時
代
と

被
災
船
」
と
題
し
て
講
演
。

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
水
爆
実

験
で
１
９
５
４
年
３
月
の

ビ
キ
ニ
事
件
で
被
爆
し
た

第
五
福
竜
丸
の
実
態
と
、

そ
れ
以
外
に
も
加
茂
の
尾

形
海
幸
丸
な
ど
全
国
で
数

隻
が
被
曝
し
た
事
実
を
報

告
し
ま
し
た
。

特
別
発
言
と
し
て
、
尾

形
海
幸
丸
の
船
長
だ
っ
た

（
故
）
本
田
昭
一
さ
ん
の

息
子
、
由
紀
夫
さ
ん
か
ら

は
「
父
は
当
時
の
事
を
何

め
る
政
府
、
東
芝
問
題
に

見
ら
れ
る
原
発
開
発
路
線

の
破
た
ん
、
世
界
的
に
進

展
す
る
核
兵
器
廃
絶
の
流

れ
と
、
そ
れ
に
逆
行
す
る

日
本
政
府
や
核
保
有
国
へ

の
憤
り
な
ど
を
実
感
す
る

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

映
画
『
放
射
線
を
浴
び

た
Ｘ
年
後
２
』
は

日
か

29

ら
５
月
５
日
ま
で
、
鶴
岡

ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
で
上
映

さ
れ
ま
す
。

も
語
ら
な
か

っ
た
。
当
時

の
状
況
を
知

り
驚
い
て
い

る
」
と
語
り

ま
し
た
。

ま
た
、
１

９
８
９
年
に

庄
内
地
域
の

高
校
生
た
ち

と
尾
形
海
幸

丸
の
実
態
を

調
査
し
た
元

教
師
の
小
泉

美
英
子
さ
ん

も
当
時
の
状

況
を
報
告
し

ま
し
た
。

「
新
た
な

原
発
神
話
」

を
作
り
原
発

再
稼
働
や
原

発
輸
出
を
進

第五福竜丸被曝事故の写真を示しながら講演する安田氏


